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概要: DSL(デジタル加入者線)技術を利用した通信の現状について、普及状況、回線品質の

問題、実際の接続状況、対称通信速度のサービス、新しいxDSL方式、制度上の問

題点等について報告する。

1.普及状況

国内での公衆網上でのDSL技術の利用は、 1997年に長野県で行われた一連の「xDSL

利用実験」に始まり、 1999年秋に商用のサービスが開始された。当初は、過度的な技術と

言われ、必ずしも高い評価をうけていなかったようであり、一般への普及もあまり進まな

かったが、 2000年12月の、 NTT (以下NTT東日本、 NTT西日本をあわせてNTTと略記)

の「フレッツADSL」サービス開始のアナウンスにより一躍ラスト1マイル通信の主流に

蹄り出た感がある. ADSL、 SDSL等のいわゆるxDSLによる通信の特徴は既存の電話回

線を利用することであり、新たな通信回線の敷設を必要としない.電話回線の引かれてい

る所なら原則どこでも利用できるものであり、ラスト1マイル通信技術の中で最も早く、

広く、普及できる可能性をもっている。

NTT電話網でのxDSLの利用状況は、旧郵政省(現郵政事業庁)ホームページ

http ://info.mpt.go.jp/whatsnew/dsL'

に公表されている。 2000年12月時点では、 8300加入者でありまだ少ないが増加率は大き

い.利用可能地域は、東京都23区、大阪、名古屋の中心部の大都市が中心だが、九州の一

部、栃木県宇都宮市、千葉県の一部など地方にもサービス事業者が生まれつつある。めた

りっくグループ(以下、東京めたりっく通信、大阪めたりっく通信、名古屋めたりっく過

信を合わせてめたりっくグループと略記)では、東京、大阪、名古屋をあわせて2000年末

で約50万加入者分の設備を用意してある. 2001年末には設備は100万加入者分となる予

定であり、加入者数も30万以上を見込んでいる。 NTTおよび他の事業者を合わせれば、

2001年中に100万加入者に届くかもしれない。

xDSLによる通信は、 NTT回線を利用する大都市部でのサービスの他に、地方の「有線

放送電話網」を利用したサ∵ビスが活発に行われていることも特徴である. 「有線放送電話

網」は、 NTTの電話網が普及する以前に主に農村地域で自主的に行われてきた、放送と電

話機能をあわせた通信網であり、 1970年には約2000組織により300万加入者にサービス

を行っていた　NTT電話網の普及とともに衰退し、現在では350組織、 80万加入者になっ

ているが、 xDSLの利用にはNTT電話回線より有利な点もあり、各地でxDSLの利用が



始まっている　2000年末で、 xDSLを利用している有線放送電話網は、長野県、滋賀県、

山口県、香川県、神奈川県、山形県にわたり、約4 0組織で3000加入者程度にサービスを

行っている。特に長野県北部ではNTT回線を利用したサービスに先立ってサービスが開始

され、一時期は東京をしのぐ加入者にサービスが行われた。また、これら有線放送電話網

でのxDSL利用はインターネット接続にとどまらず、地域イントラネットの基盤として、

行政、教育等での利用が行われており、電話局を起点とするネットワークというxDSLの

特性を生かした利用がなされている。

2.回線品質

2. 1 ISDNとの干渉

国内でのxDSL利用にはISDNとの干渉問題が避けられない。実際ISDN信号の漏話は

大きい。図1は極端な例であるが、ピーク-90dBm/Hz程度の漏話は普通である。Annex-A

によるADSLを利用した場合、開通時に5 %程度の頻度で速度の低下やリンク不能が生じ

ている　Annex-Cを利用するとほとんどはリンクできるが速度低下は残ることも多い。図

1の例では、G.lite Annex-Cを用いても640kbpsの下り速度しか得られなかった。なお、

xDSLからISDNへの影響については、 NTTから、認められなかった、と聞いている。

2. 2　AMラジオ波

回線がAMラジオ波を拾うケニスも多い。図2は名古屋での例であるが、東京でもこの

程度の雑書はよくある。 AMラジオ波の周波数は520kHz以上なので、 G.liteの場合には



影響は少ないはずであるが実際には速度低下を生じることもある. SDSLやG.dmtによる

サービスではAMラジオ波がISDN以上に障害となる可能性がある0

2. 3　構内配線の問題

オフィスビルや集合住宅などビル内の加入者の場合、ピルの構内配線で雑書を拾う場合

が多い. ISDNとの干渉も、 NTTのケーブルではなく、構内ケーブルで生じている場合が

ある. AMラジオ波も構内ケーブルが拾っているようである。そのほか、オフィスビル、特

に店舗等の入った雑居ビルでは雑音レベルが高いことが多い。極端な例ではノイズフロア

が-lOOdBm/Hzもあるケースがある。様々な雑書が乗っているのであろうが原因は特定

できない。

個人宅ではビルのような雑音は少ないが、宅内での電話ケーブルの使い方が開通時のト

ラブルの原因となる。開通時障害の20%近くはこれが原因である。今では電話線には様々

な機器が繋がれているし、各部屋への電話線の引き回しも多いb電話ケーブル工事は業者

まかせなため、加入者もよくわからない、というケースが多い。

3.実際の接続

3. 1　通信速度

2.に述べたように電話回線の品質はけっして良くはなく、 ITU-Tが性能評価の基準と

している-140d・Bm/Hz　というノイズフロアはほとんどありえない.よくて一蝣120d

Bnl!Hzである。このため公称の通信速度は得られないケースが多い　640kbps未満の通信



速度しか得られない場合が数%ある。また接続不能の場合も1 %程度生じている。これは、

遠距離の場合および雑音レベルがあまりに高い場合である。

3. 2　光化の影響

xDSLは電話回線の一部でも光化されていると利用できない。このため、当初サービス

エリアが限定されることが懸念された。実際、東京の一部地域で光化のためサービスが不

可能であったが今までの所サービス不可能になった地域はあまりない。市街地や団地など

でピルないし地域単位で光収容されているケースでも、メタルケーブルが残っており、こ

れを利用することでxDSLサービスを実現しているケースは多い。

3. 3　ATM

現在のxDSL装置はほとんどがATMを利用している　DSLによる加入者側も端末まで

はATMを使用しているし、バックボーン側はほとんどがOC3によるATMとなっている。

TCP/IPに落ちるのは事業者のNOCでインターネットに接続される所である。 xDSLネッ

トワークは実は巨大なATMネットワークである　xDSLによるサービスで難しい点は、

DSL部分よりもATM部分である。これは事業者側がATMに不慣れなこともあるが、使用

するATM機器の性能、特に信頼性が十分でないことにもよる。

4.対称通信速度のサービス

ADSLはその名前のとおり下り通信速度は高速だが上り通信速度は低い。インターネッ

トアクセスに特化した方式であって、情報発信には向いていない.企業や、いわゆるSOHO

では情報発信のため対称の通信速度を希望するケースが多い。めたりっくグループの場合

加入申し込み者の1 0 %程が対称通信速度のサービスを希望している。

ITU-T標準では一般向けの対称通信速度の方式がないため、非標準の古いSDSL方式を

利用せざるを得ない。 SDSLの殆どは古い2BIQとエコーキャンセラーの方式であるため

以下のような問題がある。

・ DCから使用するため電話と重畳できない。タイプ2のいわゆるアナログ専用線が必要。

・使用帯域のわりに速度が遅い

・雑音に弱い. SDSLによるサービスが増えた場合相互の干渉により性能が劣化する。

ADSLサービスに対してはISDN以上に干渉する。

特に最後の問題点は今後影響が大きい。

5.新しいDSL方式

5. 1　Annex-H

正確に言うと、 G.dmt　のAnnex-H　である. ADSLの標準方式のAnnexであるが対称

通信速度といういささか奇妙な性格のものであるが、 Annex-CのFBMモードという完全



にISDNに同期した動作を、時分割多重なのだから全帯域を使おう、としたものと理解で

きる。時分割多重なので通信速度は対称になる.日本固有の標準ではあるが、 4.でのべ

た対称通信速度を実現するには適した方式といえる。時分割多重は基準となるクロックが

しっかりしないと困難であるが国内ではISDNという強固なクロックがあるのでこれを基

準とすれば同じ帯域で非対称通信速度(ADSL)と対称通信速度の共存が実現できる。なお、

NTTの「ISDNと共存するDSLサービス」はAnnex-Hを使い、 DMTのいくつかのトー

ンをISDNの通信に割り当てるもの、と想像している。

Annex-H標準は2000年秋にITU-Tで承認されたが、製品が出回るのは_2001年6月以

降になるだろう。

5. 2　VDSL

より高速の通信を実現しようとするVDSLは、 ITU-Tでの標準化が中断されている。机

上での議論をひとまずおいて実装による評価を行おう、ということのようである・。すでに

VDSLと称する製品は出回り始めており、 USAや韓国、香港等での利用開始が報じられて

いる。これらのVDSLはITU-TのPlan997やPlan998に必ずしも準拠しておらずメーカ

-独自のものであることが多い。国内メーカも独自の方式による「VDSL」製品をラインナッ

プしている。

VDSLは、 1 km以下の短距離で50Mbps程度の高速通信を実現しようとするものであり、

光ファイバーの先の「ラスト0. 1マイル」で利用することを目的としているが、 2km

程度の距離なら8Mbps程度の通信を実現できる可能性があり、公衆回線上での利用も不可

能ではないと思われる。

6.制度的な問題

6. 1　端末開放

へんないい方であるが、正式に言えば、 ADSLモデム(加入者側ADS工一装置)のJATE

認定である。現在ADSL加入者側装置はJATEの認定をうけていないので、装置の設置は

指定業者による「宅内工事」によって行わなければならない. JATE認定を受ければ現在の

ISDNルータのようにユーザが自由に機器を購入し自分で接続できるようになる.事業者に

とっては「宅内工事」の手間がはぶけ、ユーザが自由に機器を選べるようになれば市場原

理によって製品の質の向上も期待できる。一方困ったこともおこるようになる。現時点で

は、ADSL装置はITU-T標準に従った製品といえども完全な相互接続は保証されていない。

JATE認定は接続を保証するものではなく、接続しても良い、という許可であるとはいえ、

ユーザが自由に製品を購入しても接続できなければ困るし、クレームが事業者に殺到する

ような事態になる恐れもある. JATE認定自体はこの春にも実現するようであるが、ユーザ

は事業者が接続を保証する機器を選ぶようにしてもらわなければならない。 JATE認定手続

き自体も若干おかしな点がある。 JATEの事業者への説明では、事業者毎に申請し認定を受



けるように、とのことであるが、認定自体は事業者の区別はされないだろう。 A業者が認定

を受けた製品がB業者では認定されてない、ということになり、しかもそれが明記されな

ければユーザは混乱するだけである.通信事業者がNTTしかなかった時の制度をそのまま

あてはめることは無理であろう。

6. 2　スペクトラムマネジメント

今や電話回線上には、 ISDN、 ADSL、 SDSL　といった様々な方式の通信がとびかうよ

うになった.それぞれは異なる周波数帯域を用い多重化方式も、時分割、周波数分割、エ

コーキャンセラー、と異なっている。これらを相互に干渉することなく運用するためには、

電波の利用と同様の「交通整理」が必要となってくる.このため、スペクトラムマネジメ

ントの活動が始められている。

厳密に周波数帯域の棲み分けを考えようとすると、これはもはや不可能である。利用可

能な帯域はせいぜい1MHz程度であるがこれはADSLがすべて使いつくしている。 (国内

ではISDNが使いつくしている。)新たな方式に割り当てる余地はない　VDSLは20MHz

までの帯域を使うが、これはごく近距離の場合であるITU-Tの審議では、 VDSLにADSL

帯域を使わないオプションが検討されている。なお、国内では、 5. 1にのべたように、ISDN

クロックに同期させた時分割でのマネジメントがある程度可能である0

実現可能なのは、周波数帯域のマネジメントではなく、電話ケーブル内でのお互いの収

容位置のマネジメントであり、この方向で検討が進められるであろう.その場合のルール

はすでに稼動しているサービスを妨害しない、ということになるべきである。

6. 3　バックボーン

xDSLやその他のラスト1マイル技術によって、ラスト1マイルのいわゆるブロードバ

ンド化は実現されようとしている。残る問題はバックボーンのブロードバンド化である。

従来より1桁速いアクセス網を生かすも殺すもバックボーンの太さとなる.これもダーク

ファイバの開放により進展すると期待されるが、まだ地方では中央までのバックボーンの

コストが大きな負荷となっている.地方の事業者、特に有線放送電話網にとっては、重大

な問題であり、新たな地域格差を生む原因、と言われている。ファイバー自体は豊富に存

在している、と言われており、これが有効利用できるような環境が必要である。
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